
京都府宇治市

広　報　謀

〒611京都町宇治市

宇治琵琶l^番地

賢
察
■≪ (0774)22－3141

●毎I日日･nil･21口発行

／
６
ａ

　
　
　
和
１
９

ｎ
／
‥
・
昭

ぐ

Ｉ 1 １

１ １

劈

ｒ
　
　
　
　
’
８

第830号

青少年問題の悩みなどお気軽に

ま
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確定得票

32,827

20,338

開票結果

当選池本正夫

次点北村健夫
一 一 一 － － － －

　
任
期
満
了
に
伴
う
宇
治
市
長
選
挙
は
、
さ
る
十
二
月
四
日

に
投
票
が
行
わ
れ
即
日
開
票
の
結
果
、
現
職
の
池
本
正
夫
市

長
が
三
選
。
第
十
一
代
宇
治
市
長
と
し
て
、
今
後
四
年
間
市

政
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
日
の
有
権
者
は
十

一
万
八
千
四
百
四
十
一
人
、
投
票
率
は
四
五
・
四
一
％
で
し

た
。

1

1

1

1

1

1

1　
宇
治
市
長
選
挙
は
十
一
月
二
十

七
日
に
告
示
。
各
侯
補
者
は
七
日

間
の
選
挙
戦
を
通
じ
。
熱
の
こ
も

っ
た
運
動
か
展
開
１
　
　
ま
し
た
。

　
十
二
月
四
日
の
投
票
日
に
は
、

午
前
七
時
か
ら
市
内
四
十
五
ヵ
所

の
投
票
所
で
投
票
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
は
朝
か
ら
曇
り
空

で
、
時
折
小
雨
が
降
る
天
候
の
中
、

各
投
票
所
と
も
有
権
者
の
出
足
が

　
（
池
本
市
長
の
略
歴
）
大
正
九
年
九
月
十
三

日
生
ま
れ
、
六
十
八
歳
、
宇
治
町
立
菟
道
青

年
学
校
卒
業
。
昭
和
二
十
二
年
宇
治
町
領
会

議
員
に
初
当
選
。
二
十
六
年
か
ら
四
期
宇
治

市
議
会
議
員
、
四
十
八
年
に
は
宇
治
市
議
会

第
十
二
代
議
長
に
就
任
。
五
十
二
年
に
宇
治

商
工
会
議
所
副
会
頭
に
就
任
。
五
十
五
年
十

二
月
第
九
代
宇
治
市
長
に
就
任
し
、
五
十
九

年
十
二
月
再
選
。
宇
治
妙
楽
一
一
三
。

－・■■－－●－・■皿
ミーミ

に
整
備
充
実
し
、
市
民
牛
活
の
安

定
と
向
上
を
図
っ
て
行
き
た
い
。

夢
と
ロ
マ
ン
の
あ
る
施
策
に
取
り

組
み
、
や
す
ら
ぎ
と
う
る
お
い
の

あ
る
二
十
一
世
紀
浴
壁
し
た
都

市
づ
く
り
を
進
め
た
い
」
と
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。
な
お
、
池
本
市

長
は
十
二
月
二
十
一
日
に
初
登
庁

の
予
定
で
す
。
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〈
開
票
結
果
〉

▽
当
選
池
本
正
夫

　
　
　
　
　
三
二
、
八
二
七
票

　
次
点
北
村
健
夫

　
　
　
　
　
二
〇
、
三
三
八
票

　
無
効
　
　
　
　
　
六
一
七
票

　
　
（
結
了
午
後
九
時
十
三
分
）

〈
当
日
の
有
権
者
数
〉

　
　
計
　
一
一
八
、
四
四
一
人

　
　
男
　
五
七
、
七
四
三
人

　
　
女
　
六
〇
、
六
九
八
人

　
〈
投
票
者
数
〉

　
　
　
　
計
五
三
、
七
八
二
人

　
　
　
　
男
二
五
、
九
三
七
人

　
　
　
　
女
二
七
、
八
四
五
人

　
〈
投
票
率
〉

　
　
　
　
　
計
四
五
・
四
一
％

　
　
　
　
　
男
四
四
・
九
二
％

　
　
　
　
　
女
四
五
・
八
七
％

　
宇
治
市
「
中
学
生
の
主
張
」

大
会
が
、
十
一
月
十
九
日
出
、

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
七
年
か
ら
始
ま
り

第
七
回
目
か
迎
え
た
今
大
会
は
、

社
会
の
た
め
私
の
や
り
た
い
こ

と
、
中
学
生
と
し
て
訴
え
た
い

こ
と
、
い
ま
家
庭
・
地
域
・
学

校
生
活
で
考
え
る
こ
と
の
三
つ

が
課
題
に
。
市
内
九
校
（
九
千

百
一
人
）
か
ら
選
ば
れ
た
各
校

二
人
ず
つ
合
計
十
八
人
の
代
表

は
、
日
ご
ろ
身
近
な
こ
と
か
ら

感
じ
て
い
る
思
い
蔵
そ
れ
ぞ

れ
中
学
生
の
し
ぐ
真
剣
に
訴
え

ま
し
た
。

　
青
少
年
問
題
が
社
会
的
課
題

と
な
っ
て
い
る
今
日
、
市
内
の

中
学
生
が
学
校
や
家
庭
・
地
域

を
と
お
し
て
、
岑
何
か
考
え
、

何
を
悩
み
、
何
か
求
め
て
い
る

か
を
発
表
見
９
７
場
と
あ
っ

て
、
会
場
に
は
中
学
生
、
保
護

者
ら
約
千
百
人
の
聴
衆
が
詰
め

か
け
、
熱
心
に
聞
季
〈
つ
て
い

ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
の
「
中
学
生
の

主
張
」
発
表
者
の
氏
名
と
学
校

名
、
発
表
の
テ
ー
マ
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
　
　
　
（
発
表
順
・
敬
称
略
）

松
田
尚
久
（
東
宇
治
中
三
年
）

　
・
・
人
類
へ
の
警
鐘
。

岸
本
祐
子
（
西
宇
治
中
一
年
）

　
…
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
。

奥
田
良
（
北
宇
治
中
一
年
）

　
・
・
・
「
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
」

　
　
を
知
っ
て
。

江
守
祐
佳
（
南
宇
治
中
二
年
）

　
・
・
・
障
害
か
痔
っ
た
人
々
の
願

　
　
い
。

築
道
靖
悟
（
木
幡
中
三
年
）
…

　
高
齢
化
社
会
夕
考
兄
る
。

梶
本
一
衣
福
島
中
二
年
）
・
：

　
私
た
ち
の
中
の
ア
パ
ル
ト
ヘ

衣
川
由
佳
子
（
宇
治
中
二
年
）

　
・
・
人
と
し
て
大
切
な
こ
と
。

竹
谷
味
恵
（
西
小
倉
中
三
年
）

　
・
・
・
「
校
則
」
問
題
か
舅
え

　
　
る
牛
徒
会
活
動
と
は
。

小
林
壬
思
（
広
野
中
三
年
）
…

　
自
分
の
主
張
夕
述
べ
る
。

大
海
早
苗
（
東
宇
治
中
二
年
）

　
・
：
進
路
に
つ
い
て
。

11月19日に｢中学生の主張｣大会

山
本
浩
人
（
西
宇
治
中
二
年
）

　
・
：
障
害
か
痔
つ
人
。

松
下
由
紀
（
北
宇
治
中
三
年
）

　
・
：
「
モ
ル
ダ
ウ
」
が
響
い
た

　
　
時
。

大
賀
千
里
（
南
宇
治
中
一
年
）

　
…
悲
し
み
と
喜
び
。

山
内
知
子
（
木
幡
中
三
年
）
・
：

　
今
、
考
政
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
こ
と
「
同
和
」
。

二
万
剛
不
一
（
横
島
中
三
年
）
・
：

　
生
活
に
つ
い
て
。

吉
川
小
登
子
（
宇
治
中
二
年
）

　
・
：
本
当
の
仲
間
。

北
村
佳
織
（
西
小
倉
中
一
年
）

　
…
世
界
の
平
和
に
つ
い
て
。

出
渕
恵
美
子
（
広
野
中
二
年
）

　
　
　
　
　
◇

　
今
回
の
講
評
団
の
先
生
が
た

か
ら
、
全
体
に
つ
い
て
次
の
よ

う
な
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
学
ん
だ
こ
と
を

　
学
校
生
活
に
生
か
し
て

　
一
人
ひ
と
り
の
主
張
は
、
中

学
生
と
し
て
、
ま
た
成
長
す
る

一
人
の
人
間
と
し
て
、
青
年
期

か
戸
岑
生
き
て
い
く
か
衆
目
分

の
体
験
な
ど
を
通
し
て
考
λ
た
、

熱
意
と
思
い
に
あ
ふ
れ
た
も
の

で
し
た
。

　
い
ず
れ
も
頭
の
中
が
ほ
で
ま

と
め
た
も
の
で
は
な
ぐ
、
取
材

し
、
よ
く
検
討
し
て
か
ら
作
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
毒
了
。
な
か
に
は
、
友
だ
ち

や
先
生
と
雲
見
交
換
受
行
い
、

再
取
材
し
て
ま
ぐ
の
β
れ
た
も

の
も
あ
る
か
聞
鳶
蛋
し
た
。
こ

う
い
っ
た
工
夫
や
努
力
が
、
聞

く
人
に
「
身
近
な
も
の
と
感
じ

さ
せ
」
「
胸
に
迫
る
力
強
さ
を

感
じ
さ
せ
る
」
垢
励
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
ず
。

　
皆
さ
ん
は
、
今
回
の
主
張
大

会
を
と
お
し
て
「
良
き
語
り
手
」

で
あ
る
一
方
で
「
良
底
叩
１
　
」

の
役
割
夕
演
じ
て
ぐ
れ
ま
し
た

　
友
だ
ち
か
ら
学
ん
だ
多
く
の

こ
と
か
明
日
か
ら
の
学
校
m

に
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

931

今
後
４
年
間
四
市
政
を
担
当

に
ぶ
匯
気
味
で
し
た
。
そ
の
結
果

促
諧
は
四
五
・
四
一
り
。
前
回

の
市
長
選
挙
で
は
五
三
・
六
六
％

の
投
票
率
で
し
た
の
で
、
今
回
は

低
率
に
終
わ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
今
回
の
選
挙
で
は
、
容
布
ら
の

促
男
呼
び
掛
け
や
、
響
苫
開

票
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
。
多
く
の
市

民
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
開
票
は
、
午
後
七
時
四
十
分
か

ら
宇
治
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、

午
後
八
時
四
十
分
に
は
大
勢
が
判

明
し
、
午
後
九
時
十
三
分
に
結
了

り
ぶ
し
た
。

　
当
選
し
た
池
本
市
長
は
「
京
都

南
部
の
中
核
都
市
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
た
め
、
都
市
基
盤
を
更

Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
前
・
西
宇
治
公
園
に

北
方
領
土
啓
発
塔
を
設
置

京
都
国
体
啓
発
塔
を
書
き
換
え

北
方
の
領
土
か
え
る
日
平
和
の
日

宇
治
市

▲JR宇治駅前の啓発塔

　
北
方
領
土
は
、
わ
が
国
固
有
の

領
土
で
す
。
北
方
領
土
問
題
の
解

決
は
、
日
本
国
民
の
強
い
願
い
で

す
。
　
国
で
は
、
二
月
七
日
を
「
北
方

領
土
の
日
」
と
定
め
、
北
方
領
土

問
題
に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
理

解
の
宍
羅
、
更
に
は
全
国
的
な
北

方
領
土
返
還
運
動
の
一
層
の
推
進

に
努
め
て
い
ま
ず
。

　
市
議
会
で
は
、
昭
和
六
十
三
年

六
月
宇
治
市
議
会
定
例
会
で
「
国

体
啓
発
塔
か
国
体
終
了
後
、
北
方

領
土
問
題
啓
発
塔
と
し
て
書
き
換

え
洽
れ
た
い
」
と
い
ラ
請
願
を
、

会
派
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
こ
の
程
、
市
で
は
全
国
で

初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
京
都
国

体
啓
発
用
の
塔
を
北
方
領
土
問
題

啓
発
の
た
め
の
塔
に
書
き
換
え
ま

し
た
。

　
啓
発
塔
は
高
さ
四
μ
、
幅
九
十

ｔ
の
四
角
柱
。
塔
上
部
に
市
章
を

入
れ
「
北
方
の
領
土
か
え
る
日
平

和
の
日
」
「
呼
″
盈
せ
父
祖
の
築

い
た
北
方
領
土
」
の
標
語
を
二
面

ず
つ
掲
げ
て
い
未
了
。

　
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
前
と
西
宇
治
公
園

の
二
ヵ
所
に
あ
る
こ
の
啓
発
塔
が
、

市
民
の
理
解
と
北
方
領
土
に
対
す

る
運
動
の
全
国
的
な
広
が
り
に
大

き
な
役
割
奎
来
た
す
も
の
と
期
待

さ
れ
ま
す
。

池本市長が三選

選
挙
結
果

真剣な思いを素直

に

市長

選挙
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12月16日文化センターで1612月

童
子
。

。
ま
た
、
古
墳
や
遺
跡
出
土
の
土

器
や
埴
輪
（
は
に
わ
）
の
展
示
、
文

化
財
冊
子
の
頒
布
も
併
せ
て
行
い

ま
す
。

　
国
際
的
視
野
で
宇
治
の
歴
史
を

見
直
す
機
会
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
来

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

　
悪
質
商
法
の

　
　
　
締
め
出
し
を

　
訪
問
販
売
は
、
玄
関
の
チ
ャ

イ
ム
が
「
ピ
ー
ン
ポ
ー
ン
」
と
鳴

り
、
出
て
見
る
と
「
奥
さ
ん
、

外
壁
が
痛
ん
で
い
ま
す
ね
。
今

の
う
ち
に
直
し
て
お
か
な
い
と

…
」
「
大
切
な
子
供
さ
ん
の
受
験

に
・
：
」
と
か
、
電
話
で
「
着
物

の
展
示
会
が
あ
る
の
で
す
が

・
：
」
「
美
し
く
や
せ
ら
れ
る
と
て

も
良
い
下
着
が
あ
り
ま
す
が

…
」
な
μ
と
、
言
葉
巧
み
に
勧

誘
し
て
き
ま
す
。

　
相
談
事
例
の
中
に
は
、
い
ろ

い
ろ
な
手
口
で
必
要
の
な
い
商

品
を
買
わ
さ
れ
る
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
悪
質
商
法
の
締
め

出
し
を
図
る
た
め
、
『
訪
問
販

売
等
に
関
す
る
法
律
』
が
十
二

年
ぶ
り
に
大
幅
改
正
さ
れ
、
十

場
く
だ
さ
い
。

　
〈
ご
案
内
〉

▽
と
き
…
1
2
月
1
6
日
金
、
午
後
１

　
時
半
～
５
時

▽
と
こ
ろ
・
：
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ

　
ー
ル
（
折
居
台
１
丁
目
）

▽
内
容
・
：
報
告
＝
「
昭
和
6
3
年
度

▲発掘中の二子塚古墳(11月25日)

②
路
上
で
呼
び
止
め
て
、
営
業

　
所
な
ど
に
連
れ
て
行
き
契
約

　
さ
せ
る
キ
ャ
″
チ
セ
ー
ル
ス

　
も
規
制
の
対
象
と
な
っ
た

③
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
（
無
条

　
件
解
約
）
の
期
間
が
７
日
か

　
ら
８
日
に
延
長
さ
れ
、
現
金

　
販
売
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と

　
に
な
っ
た
。
ま
た
、
書
面
に

消
費
者
保
護
を
目
的
に

　
の
発
掘
成
果
か
ら
』
・
「
宇
治
二

　
子
山
古
墳
と
出
土
品
」
（
ス
ラ
イ

　
ド
報
告
）
。
講
演
―
『
考
古
学
か

　
ら
み
た
先
史
時
代
の
中
国
と
日

　
本
』
中
国
山
東
大
学
副
教
授
・

　
蔡
鳳
書
さ
ん

▽
入
場
…
無
料

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

お
知
ら
せ

　
公
民
館
土
曜
講
座

　
土
曜
日
の
午
後
の
ひ
ご
と
き
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
か
か
わ
り
の

深
い
事
柄
に
つ
い
て
学
ぶ
公
民
館

　
で
な
ぐ
、
役
務
（
サ
ー
ビ
ス
）

　
や
権
利
に
も
拡
大
さ
れ
た

②
誇
大
広
告
、
虚
偽
広
告
が
禁

　
止
さ
れ
た

　
〈
連
鎖
販
売
取
引
な
ど
に
対
す

　
る
規
制
強
化
〉

①
法
の
適
用
対
象
が
商
品
だ
け

　
で
な
ぐ
、
役
務
（
サ
ー
ビ
ス
）

　
や
権
利
に
も
拡
大
さ
れ
た

訪
問
販
売
法
が
改
正

一
月
十
六
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

　
主
な
改
正
点

　
〈
訪
問
販
売
取
引
に
対
す
る
規

　
制
強
化
〉

①
法
の
適
用
対
象
が
商
品
だ
け

　
で
な
く
、
役
務
（
サ
ー
ビ
ス
）

　
や
権
利
に
も
拡
大
さ
れ
た

②
再
販
売
の
ほ
か
、
委
託
販
売
・

　
紹
介
販
売
を
于
・
る
も
の
と
の

　
連
鎖
販
売
取
引
が
規
制
さ
れ

　
た

③
連
鎖
販
売
取
引
契
約
を
締
結

　
さ
せ
、
ま
た
は
解
除
を
妨
げ

　
る
た
め
に
威
迫
し
て
困
惑
さ

　
せ
る
行
為
は
禁
止
さ
れ
た

　
以
上
の
規
制
強
化
に
は
、
業

土
曜
講
座
。
十
二
月
は
、
円
高
問

題
牽
甲
心
に
国
内
の
経
済
動
向
に

つ
い
て
、
や
さ
し
ぐ
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
　
ヽ
。

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
1
7
日
出
、
午
後

２
時
～
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央

公
民
館
▼
テ
ー
マ
…
経
済
界
の
好

況
は
続
く
の
か
１
肥
満
児
の
隠
さ

れ
た
「
カ
ル
テ
」
－
▼
講
師
・
：
京
都

新
聞
社
滋
賀
本
社
編
集
局
長
・
久

津
間
保
治
さ
ん
▼
受
講
料
・
・
・
無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
・
・
中

央
公
民
館
（
き
⑩
1
4
1
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
：
1
2
月
2
0
日
脚
、
午
後

３
時
半
～
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
…
伊
勢

務
改
善
の
指
示
、
業
務
停
止
命

令
、
並
び
に
そ
の
旨
の
公
表
、

票
履
収
、
立
ち
入
り
検
査
な

ど
の
規
定
が
創
設
洽
れ
ま
し
た
。

　
〈
そ
の
他
〉

①
訪
問
販
売
協
合
一
・
通
信
販
売

　
協
会
に
、
苦
情
処
理
体
制
を

　
確
立
さ
せ
、
自
主
的
活
動
を

　
助
長
す
る
た
め
の
規
定
が
整

　
備
洽
れ
た

②
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
ー
オ
プ
シ
ョ
ン

　
　
（
一
方
的
に
商
品
を
送
っ
て

　
き
て
代
金
か
請
求
す
る
商
法
）

　
に
お
け
る
商
品
の
保
管
期
間

　
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
た
（
原

　
則
３
ヵ
月
か
ら
1
4
日
間
に
。

田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
図
書
コ
ー
一

才
・
‐
・
▼
内
容
・
：
お
は
な
し
と
紙
芝

居
▼
対
象
・
・
・
幼
児
か
ら
小
学
生
▼

入
場
…
無
料
▼
申
し
込
み
…
当
日
、

直
接
会
場
へ
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
伊

勢
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
豊
⑩

1
5
0
3
）
へ
。

　
（
伊
勢
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
’
‐
‐
）

　
寝
た
き
り
老
人

　
介
護
者
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
1
8
日
㈲
、
午
後

１
時
半
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
総
合

福
祉
会
館
▼
内
容
・
：
寝
た
き
り
老

人
の
食
事
と
健
康
管
理
▼
講
師
・
：

宇
治
明
星
園
職
員
（
栄
養
士
、
看

護
婦
）
▼
対
象
・
・
・
寝
た
き
口
老
人

か
抱
え
る
家
族
な
ど
▼
受
講
料
・
・
・

無
料
▼
申
し
込
み
：
当
日
、
直
接

　
商
品
の
引
き
取
り
盈
里
し

　
た
場
合
は
１
ヵ
月
か
ら
７
日

　
間
に
）

③
訪
問
販
売
法
の
実
効
性
を
担

　
保
す
る
た
め
に
、
罰
則
奮
頒

　
化
し
た
り
、
都
道
府
県
知
事

　
へ
の
権
限
委
任
が
出
来
る
旨

　
の
規
定
が
定
め
ら
れ
た

　
以
上
が
昭
和
五
十
一
年
に
法

が
出
来
て
以
来
の
大
幅
な
改
正

の
内
容
で
す
。
消
費
者
は
、
改

正
法
を
理
解
し
権
利
を
守
る
た

め
に
活
用
し
た
い
も
の
で
す
が
、

契
約
は
ぐ
れ
ぐ
れ
も
慎
重
に
行

う
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

会
場
へ
。
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

　
少
年
少
女
サ
ッ
カ
ー
教
室

　
▼
と
き
…
6
4
年
１
月
1
4
日
出
１

３
月
い
１
１
一
日
出
の
毎
涌
王
曜
日
（
２

月
1
1
1
1
一
日
㈲
は
除
く
）
、
午
後
２
時

半
～
ｔ
時
半
▼
と
こ
ろ
：
太
陽
が

丘
▼
対
隼
・
・
小
学
生
の
男
・
女
▼

内
容
・
・
・
基
本
技
術
、
応
用
技
術
、

ゲ
ー
ム
▼
定
員
・
：
3
0
人
▼
参
加
料

・
：
三
千
二
百
円
▼
申
し
込
み
…
往

復
は
が
き
に
、
教
室
名
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
学
年
・
性
別
・
電

話
番
号
か
明
記
の
上
、
1
2
月
2
7
日

ま
で
に
山
城
総
合
運
動
公
園
管
理

事
務
所
（
〒

6
1
1
広
野
町
八
軒
屋
谷

１
）
へ
。
　
　
吊
民
体
育
課
）

　
消
防
設
備
士
試
験

　
▼
と
き
・
・
・
6
4
年
１
月
2
9
日
間
▼

と
こ
ろ
・
・
・
京
都
府
立
大
学
（
京
都

冬
が
来
る
前
に

市
左
京
区
下
鴨
半
木
町
１
の
５
）

▼
願
書
配
布
・
・
・
午
前
９
時
～
午
後

４
時
半
、
市
内
各
消
防
（
分
）
署
で

▼
受
け
付
け
・
・
・
１
９
一
月
1
4
日
出
～
1
6

日
倒
の
午
前
９
時
半
～
午
後
４
時

半
、
京
都
府
職
員
会
館
（
京
都
市

よ
只
区
下
長
者
町
通
西
洞
院
東
入

ル
）
で
▼
問
監
Ｂ
ｔ
・
・
向
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
⊥
只
都
府
支
部

　
（
豊
０
７
５
帥
9
1
2
1
）
へ
。

　
な
お
、
本
試
験
の
た
め
の
講
習

会
稿
m
ｖ
て
配
布
し
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
（
消
防
本
部
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

「
襖
の
張
り
替
え
」
し
ま
す

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
襖
（
ふ
ｙ
ま
）
の
張
ひ
替
え
」
聚
竹

っ
て
い
未
了
。

　
ご
希
望
の
人
は
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
一
枚
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
引

き
取
り
に
伺
い
。
出
来

上
が
り
次
第
お
持
ち
し

ホ
ヂ
。

　
▽
内
容
・
費
用
・
・
・
下

表
の
と
お
り
▽
問
い
合

わ
せ
・
申
し
込
み
・
：
㈲

宇
治
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
（
宇
治
東
内

3
6
番
地
の
５
・
酋
⑩
1

7
3
4
）
へ
。

　
な
お
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢

襖張り替えの費用

者
の
牛
箔
い
対
策
の
一
つ
と
し

て
、
庭
の
清
掃
、
木
の
剪
（
せ
ん
）

定
、
大
工
仕
事
な
ど
の
屋
外
作
業
。

そ
し
て
家
事
補
助
、
事
務
補
助
な

ど
の
屋
内
作
業
も
行
つ
て
い
未
了
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

睡　顛 仕様 定　価(円）

間仕切り
押し入れ

両面 2,500

片面 1,300

戸　　　襖
　（とぷすま）

両面 3.000

片面 1,600

天　　　袋
両面 1,300

片面 7 5 0

(i.J≪観音開き
両面 1,800

片面 1,000

　
年
の
瀬
も
押
長
如
ま
っ
て
来

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
師
走
の

あ
わ
た
だ
し
さ
に
加
え
、
寒
さ

も
米
格
化
ト
ぶ
ハ
を
使
う
こ
と
が

多
く
な
り
未
了
。
つ
い
「
う
っ

か
り
」
の
火
事

か
田
さ
な
い
よ

'
^
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
注

意
し
て
ぐ
だ
さ

い
。

　
消
防
本
部
で

は
、
十
二
月
二

十
日
か
ら
一
月

十
日
ま
で
「
無

火
災
で
過
ご
そ

ラ
年
末
年
始
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
火
災
予
防
運

　
十
一
月
二
十
五
日
の
朝
、
市

役
所
前
墳
水
池
の
そ
ば
で
は
、

ソ
テ
ツ
の
コ
モ
巻
き
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ソ
テ
ツ
は
玄
関
前
の

花
咀
に
植
え
ら
元
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
の
夏
、
新
し
い
平
和

の
像
が
設
置
洽
れ
た
の
に
伴
い

現
在
の
場
所
に
移
さ
れ
た
も
の
。

葉
か
広
げ
た
ソ
テ
ツ
は
、
植
木

屋
さ
ん
の
手
で
次
々
と
コ
モ
が

巻
か
れ
、
す
っ
か
ひ
冬
装
束
姿

に
な
り
ま
し
た
。
毎
年
こ
の
作

業
が
行
わ
れ
る
と
、
冬
は
駆
け

足
で
や
っ
て
来
ま
す
。

　
「
写
真
は
コ
モ
巻
会
が
行
わ
れ

た
市
役
所
前
の
ソ
テ
ツ
」

動
怠
衡
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
火
災
発
生

防
止
に
心
掛
け
、
火
災
に
よ
る

人
命
・
財
産
の
損
失
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。
家
庭
で
も
次
の

「
火
の
用
心
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」

を
実
行
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
〈
火
の
用
心

　
　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
〉

①
寝
た
ば
こ
や
、
た
ぱ
こ
の
投

　
げ
捨
て
を
し
左
い

②
子
供
に
は
、
マ
″
チ
や
ラ
イ

　
タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い

③
風
の
強
い
と
き
は
、
な
扉
ハ

　
を
し
な
い

④
天
多
刄
瘍
げ
る
と
き
は
、

　
そ
の
場
を
離
れ
な
い

⑤
家
の
書
わ
り
に
燃
え
や
す
い

　
も
の
を
魯
一
か
な
い

⑥
風
呂
の
空
だ
き
を
し
な
い

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す

　
い
も
の
か
近
づ
け
な
い

　
　
　
　
　
　
　
（
消
防
本
部
）

932

無火災で過そう年末年始
12月20日から火災予防運動

「大陸文化と宇治」を開催

し
尿
・
ご
み
収
集
日
程
の

お
知
ら
せ
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